
 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者のＪＡ梨部会が市長らに報告 

 

２０２５年９月１６日 

日 時：2025 年 9 月 30 日（火）  

① 13 時 30 分～ 石川尚人組合長 ＪＡあいち豊田本店 6 階会議室 

② 14 時 30 分～ 太田稔彦市長  豊田市役所 南庁舎５階南５３会議室 

③ 15 時 15 分～ 中村健太郎所長 愛知県豊田加茂農林水産事務所農業改良普及課 

訪問者：ＪＡあいち豊田梨部会 役員 

※取材を希望される場合は、事前にご連絡をお願いします。 

            

報道関係者各位 

ニュースリリース 

 

「とよたの梨」出荷ピーク 

お問い合わせ先： 

ＪＡあいち豊田 営農生活部 猿投営農センター  担当：大津 

〒470-0373 豊田市上原町上河原 8-1 電話（0565）45-0345 

または、広報課 電話（0565）31-2361  E-mail k.koho@toyota.aichi-ja.or.jp 

取材日時 

▲出荷ピークの梨をもって表敬訪問します 

令和７年 ＪＡあいち豊田梨部会 概況 

 部 会 長： 梅村 長史（うめむら ながし） 

栽培農家： ３４戸（部会員） 

栽培面積： ２１.6 ヘクタール 

出荷予定： ３１５トン 

     （令和 6 年度出荷量２８５トン） 

 ＪＡあいち豊田梨部会の役員は９月３０日、今年の梨の仕上がりや出荷状況などを報告するた

めに、豊田市の太田稔彦市長を表敬訪問します。 

 豊田市は猿投地区（舞木町、乙部町など）と上郷地区（福受町など）で、梨の栽培が盛んです。

現在は後半品種の梨『新高』『歓月』『甘太』の収穫がピークを迎えています。今年は２～４月の

気温が低かったことから生育がやや遅れ、また、高温少雨による育成の難しさもありましたが、

徹底した品質管理により、糖度など品質は良い出来となっています。 

収穫した梨はＪＡあいち豊田選果場（四郷町）で非破壊（光センサー）による糖度選別を行い、

「とよたの梨」のブランド名で豊田市や名古屋市の市場を中心に、岡崎市や浜松市にも出荷しま

す。 

 同ＪＡ梨部会は、おいしい梨を生産するだけでなく、ＧＡＰ（農業生産工程管理）に取り組み、

安全・安心な梨を提供し、味・品質ともに消費者に喜ばれる梨の栽培を行っています。 

当日は、ＪＡと愛知県豊田加茂農林水産事務所も訪問します。 
 


